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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
を

制
定

　

国
に
よ
り
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急

事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
時
、
市
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
を
設
置
す
る
た
め
、
対

策
本
部
の
組
織
、
運
営
等
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
新
た
に
策
定
す
る
「
行
動
計
画
」
に

よ
り
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
総
合
的

に
推
進
調
整
し
ま
す
。

■
行
政
経
営
改
革
委
員
会
条
例
を
制
定

　

第
４
次
市
行
政
改
革
が
平
成
24
年
度
で
終

了
、
次
期
行
政
改
革
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
、

既
存
の
「
行
政
改
革
委
員
会
条
例
」
を
廃
止
し
、

「
行
政
経
営
改
革
委
員
会
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。

　

次
期
行
政
改
革
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
行
政

管
理
」
型
か
ら
「
行
政
経
営
」
型
の
行
政
運
営

へ
の
転
換
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
し
ま
す
。

公
募
委
員
を
さ
ら
に
増
や
す
べ
き
と
の
反
対
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。（
賛
否
№
１
）

■
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
を
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、
教
育
・

保
育
施
設
等
の
利
用
定
員
や
支
援
事
業
計
画
を

定
め
る
た
め
、
委
員
20
人
以
内
（
任
期
２
年
）

の
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
す
る
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

条 

例

■
「
潮
彩
市
場
防
府
」
を
市
が
管
理
運
営

　

平
成
22
年
２
月
に
「
潮
彩
市
場
防
府
」
を
所
有

し
て
い
た
防
府
水
産
物
荷
受
協
同
組
合
が
経
営
破

綻
し
た
た
め
、

市
は
県
の
支
援

を
受
け
て
平
成

24
年
に
土
地
及

び
建
物
を
取
得

し
ま
し
た
。
今

後
、
公

お
お
や
け

の
施
設

と
し
て
そ
の
管

理
運
営
を
行
う

た
め
、
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

■
学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
報
酬
を
認
め
ず

　

平
成
24
年
に
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
に
設

け
ら
れ
た
学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
報
酬
（
月

額
千
円
）
を
支
給
す
る
条
例
改
正
案
を
賛
成
少

数
で
否
決
し
ま
し
た
。（
賛
否
№
２
）

■
特
別
職
等
の
退
職
金
引
き
上
げ
を
否
決

　

平
成
24
年
６
月
議
会
で
、
市
長
、
副
市
長
、

上
下
水
道
管
理
者
、
常
勤
の
監
査
委
員
及
び
教

育
長
の
退
職
金
を
、
一
般
職
員
に
準
じ
て
引
き

下
げ
る
条
例
を
議
員
提
案
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
そ
の
後
報
酬
等
審
議
会
に
は
か
り
、

再
び
引
き
上
げ
る
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。（
賛
否
№
５
）

■
野
球
場
及
び
運
動
広
場
を
市
の
施
設
に

　

こ
れ
ま
で
財
団
法
人
防
府
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
が
野
球
場
及
び
運
動
広
場
を
管
理
運
営
し

て
き
ま
し
た
が
、
同
法
人
が
公
益
法
人
改
革
に

よ
っ
て
解
散
し

た
た
め
、
市
の

体
育
施
設
と
し

て
設
置
し
、
市

が
管
理
運
営
す

る
も
の
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

新
任　

坪つ
ぼ

井い

淑と
し

子こ

さ
ん(

大
字
台
道)

　

新
任　

林
は
や
し　

公き
み

彦ひ
こ

さ
ん(

大
字
中
山)

■
市
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
改
定

　
平
成
18
年
11
月
に
平
成
33
年
を
目
標
年
度
と

し
た
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
策
定
後
６
年

経
過
し
、
ご
み
排
出
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
現

状
か
ら
、
計
画
を
改
定
す
る
も
の
で
、
平
成
25

年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
９
年
間
を
計
画

期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
系
ご
み
排
出
量
の
１
人
１
日
あ
た
り

１
０
０
ｇ
以
上
の
削
減
な
ど
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

■
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
っ
て
43
億
８
、
７

人
事
・
一
般
議
案

予 

算

平成25年

3月
定例議会
3月

定例議会

　３月定例議会は、２月26日から３月26日までの会期29日間の日程
で開かれました。平成24年度補正予算、平成25年度一般会計予算・特
別会計予算・上下水道事業会計予算、行政経営改革委員会条例の制定、
市長等特別職と教育長の退職金を引き上げる条例の改正、子ども・子育
て会議条例の制定、体育施設設置及び管理条例の改正、ごみ処理基本計
画の策定など、議案52件、推薦１件、報告４件を審議しました。
　主な議案等と審議経過の概要をお知らせします。
　なお、最終ページに「ほうふ市議会だより」に関するアンケートを載
せていますので、ぜひ、ご協力ください。
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■ 

修
正
案
賛
成

松
村　

学
（
明
政
会
）　

こ
の
土
地
で
な
い
と

建
て
な
い
と
関
係
者
を
圧
迫
す
る
市
長
の
や
り

方
は
理
解
で
き
な
い
。
今
ま
で
の
基
本
計
画
を

市
長
の
独
断
で
変
更
し
、
建
築
面
積
を
半
分
に

す
る
の
は
多
く
が
望
む
館
の
あ
り
方
か
ら
遠
ざ

か
る
も
の
。
議
会
は
建
設
反
対
で
な
く
、
複
数

の
候
補
地
を
指
摘
し
て
き
た
。
市
長
が
こ
だ
わ

る
土
地
以
外
で
早
期
の
建
設
を
要
望
す
る
。
山

頭
火
ふ
る
さ
と
館
は
市
長
の
公
約
だ
が
、
今
の

場
所
で
な
い
と
建
て
な
い
と
言
っ
て
い
な
い
。

田
中
健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）　

土
地
の
形
状
が

長
細
く
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
い
と
指
摘
し

焦
点 

山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
の
整
備

　
　
市
長
等
特
別
職
と
教
育
長
の
退
職
金

て
き
た
。
12
月
議
会
で
議
会
と
執
行
部
が
協
議

す
る
旨
の
決
議
を
可
決
し
た
が
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
を
小
さ
く
す
る
修
正
計
画
が
３
月
に
示
さ

れ
、
協
議
す
る
時
間
も
な
か
っ
た
。
継
続
し
て

協
議
す
る
立
場
で
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

木
村
一
彦
（
日
本
共
産
党
）　

ア
ス
ピ
ラ
ー
ト

の
山
頭
火
コ
ー
ナ
ー
が
不
充
分
と
い
う
こ
と
が

発
端
で
あ
り
、
制
限
の
大
き
な
土
地
形
状
で
は

当
初
の
目
的
が
活
か
せ
な
い
。

　

３
月
議
会
で
は
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
整
備
予
定
地
、
特
別
職
等
の
退
職
金
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
、
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
関
連
経
費
を
削
除
す
る
修
正
案
を
可
決
し
、
退
職
金
を
再
び

引
き
上
げ
る
条
例
改
正
案
を
否
決
し
ま
し
た
。
本
会
議
の
賛
否
の
討
論
を
紹
介
し
ま
す
。

山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
の
整
備

■ 

原
案
賛
成

山
下
和
明
（
公
明
党
）　

山
頭
火
ふ
る
さ
と
会

の
ご
意
見
は
、
候
補
地
に
満
足
で
は
な
い
が
、

早
期
の
建
設
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
。
土
地
の
形

状
に
意
見
も
あ
る
が
、
観
光
施
設
と
い
っ
た
面

を
考
慮
す
れ
ば
、
う
め
て
ら
す
と
の
距
離
や
隣

接
の
兄こ

う

部べ

家
の
復
元
も
想
定
し
、
ふ
さ
わ
し
い

景
観
の
建
設
と
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。

藤
村
こ
ず
え
（
和
の
会
）　

山
頭
火
の
自
由
な

生
き
方
と
自
然
な
表
現
の
句
が
現
代
人
の
共
感

を
呼
ぶ
。
全
国
の
フ
ァ
ン
が
山
頭
火
の
ふ
る
さ

�

市
長
等
特
別
職
と
教
育
長
の
退
職
金

■ 

条
例
改
正
案
賛
成

今
津
誠
一
（
和
の
会
）　

報
酬
審
議
会
で
検
討

さ
れ
、
現
在
の
市
長
等
の
退
職
金
は
他
市
と
比

較
し
て
著
し
く
低
額
で
、
昨
年
の
改
正
前
の

10
％
の
減
額
が
適
当
と
答
申
さ
れ
た
。
市
民
感

情
と
い
う
非
理
性
的
で
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い

尺
度
で
は
感
情
的
な
議
論
と
な
る
。
昨
年
の
改

正
は
、
市
長
等
の
退
職
金
を
国
家
公
務
員
や
市

職
員
に
な
ら
い
、
著
し
い
削
減
と
な
り
、
任
期

４
年
の
市
長
等
を
総
理
大
臣
や
市
一
般
職
員
と

混
同
し
、
全
国
か
ら
批
判
の
対
象
と
さ
れ
る
。

�

■ 

条
例
改
正
案
反
対

山
根
祐
二
（
公
明
党
）　

市
民
感
覚
か
ら
特
別

職
等
の
退
職
金
は
多
く
、
一
般
職
員
と
同
様
の

比
率
に
す
る
昨
年
の
条
例
改
正
は
、
全
国
に
先

駆
け
、
市
民
感
覚
に
沿
っ
た
判
断
。
昨
年
の
改

正
前
に
類
似
す
る
額
に
戻
す
こ
と
は
反
対
。

田
中
健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）　

市
長
退
職
金
は

官
選
の
な
ご
り
で
、
戦
後
改
革
の
積
み
残
し
と

し
て
廃
止
す
べ
き
と
の
見
解
も
あ
る
。
特
別
職

等
の
退
職
金
は
大
臣
よ
り
５
割
多
い
支
給
率
。

吉
村
弘
之
（
明
政
会
）　

昨
年
改
正
以
前
の
退

職
金
は
、
防
府
市
の
民
間
の
退
職
金
を
大
幅
に

上
回
り
、市
の
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

市
民
感
覚
と
し
て
は
、
一
般
企
業
の
役
員
退
職

金
を
大
幅
に
上
回
る
改
正
を
望
ん
で
い
な
い
。

木
村
一
彦
（
日
本
共
産
党
）　

４
年
ご
と
の
数

千
万
円
の
退
職
金
は
、
市
民
感
覚
か
ら
み
て
高

す
ぎ
る
。
市
職
員
を
や
め
て
特
別
職
に
な
る
場

合
、
市
職
員
の
退
職
金
と
特
別
職
の
退
職
金
を

も
ら
う
の
も
問
題
。

と
を
訪
れ
た
時
に
、
見
た
い
の
は
施
設
の
規
模

や
豪
華
さ
で
は
な
く
、
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ

る
街
並
み
等
で
あ
り
、
今
の
計
画
地
が
最
適
。

天
満
宮
や
う
め
て
ら
す
と
の
相
乗
効
果
も
あ

る
。
計
画
地
は
萩
往
還
、
山
頭
火
の
小こ

径み
ち

と
つ

な
が
り
、
隣
の
兄
部
家
は
将
来
再
建
さ
れ
る
べ

き
文
化
財
で
あ
り
、
門
前
町
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
観
光
地
と
な
る
。

５
５
万
円
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
国

が
30
億
６
、
７
７
０
万
円
、
市
が
13
億
１
、
９

８
０
万
円
負
担
し
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
が
、
平
成
25
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
た
ハ
ー
ド
事
業
の
前
倒
し
実
施
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

　

補
正
予
算
も
提
出
さ
れ
、
総
額
３
６
５
億
７
、

４
９
３
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
で
削
除
す
る
こ
と
を

修
正
可
決
さ
れ
た
①
不
当
要
求
等
防
止
対
策
委

員
会
の
専
門
員
（
弁
護
士
）
の
報
酬
、
②
学
校

運
営
協
議
会
委
員
の
報
酬
が
再
び
計
上
さ
れ
、

今
回
も
こ
れ
を
削
除
す
る
修
正
案
を
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。（
賛
否
№
６
、
８
）

　

ま
た
、
③
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
整
備
事
業
の

予
定
地
取
得
に
要
す
る
経
費
を
削
除
す
る
修
正

案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。（
賛
否
№
７
）

■
学
校
給
食
配
送
の
委
託
業
者
が
決
ま
る

　

平
成
23
年
９
月
議
会
直
後
、
市
長
の
辞
職
理

由
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
配
送
業
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

９
月
議
会
で
入
札
方
法
等
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
も
得
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
（
参
加
業
者
１
者
）

に
よ
り
、
日
本
通
運
㈱
防
府
支
店
が
落
札
し
、

同
社
と
契
約
。
契
約
期
間
は
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
、

契
約
金
額
は
１
億
１
、４
６
７
万
５
０
０
円
で
す
。

報 

告

道 入口

建築面積 221㎡

入口

駐
車
ス
ペ
ー
ス

敷地内一方通行

山頭火ふるさと館配置図
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一 般 質 問Q&AQ&A

問�　

金
融
政
策
、財
政
政
策
、

企
業
の
成
長
戦
略
を
柱
と
す

る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
デ
フ

レ
か
ら
の
脱
却
と
強
い
経
済

の
再
生
を
目
指
し
た
も
の
。

　

既
に
金
融
政
策
で
絶
大
な

効
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
今

後
、
財
政
政
策
と
企
業
の
成

長
戦
略
に
も
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
は
、
防
府

市
の
再
生
を
後
押
し
す
る
も

の
と
な
る
が
、
特
に
企
業
の

成
長
戦
略
政
策
を
十
二
分
に

活
か
す
た
め
、
庁
内
全
体
で

包
括
的
な
機
能
を
持
っ
て
検

討
す
べ
き
で
は
。

市
長�　

政
府
は
本
年
６
月
を

目
途
に
成
長
戦
略
の
具
体
策

を
示
す
と
聞
い
て
い
る
。

　

そ
の
際
は
、
直
ち
に
対
応

策
を
検
討
す
る
。

問�　

円
安
が
追
い
風
と
な
っ

て
外
国
人
観
光
客
が
急
増
し

て
い
る
。

　

誘
致
の
た
め
の
具
体
策
を

問
う
。

産
業
振
興
部
長�　

誘
客
対
象

国
の
重
点
シ
フ
ト
、
外
国
語

表
示
案
内
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を

開
始
し
た
い
。

問�　

先
の
農
地
法
の
改
正

で
、
一
般
企
業
等
の
農
業
参

入
の
規
制
を
緩
和
し
た
結

果
、
参
入
が
急
増
し
て
い
る
。

政
府
は
、
農
地
法
を
再
改
正

し
、
さ
ら
に
農
地
を
確
保
し

や
す
く
す
る
仕
組
み
の
導
入

を
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
に
備
え
た
対
応
を
。

産
業
振
興
部
長�　

法
改
正
の

内
容
が
明
ら
か
に
な
り
次

第
、
制
度
の
仕
組
み
を
周
知

さ
せ
、迅
速
に
対
応
し
た
い
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
活
か
し
た

　
防
府
市
再
生
政
策
ほ
か今

津　

誠
一
（
和
の
会
）

防
府
市
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
！

山
田
　
耕
治
（
絆
）

問�　

防
府
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築

さ
せ
る
取
組
は
？ 

市
長�　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

「
幸
せ
ま
す
」
が
あ
る
。
観

光
の
魅
力
と
幸
せ
ま
す
の
ブ

ラ
ン
ド
力
が
、
と
も
に
相
乗

効
果
を
発
揮
し
て
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
、活
用
し
た
い
。

問�　

若
手
職
員
を
対
象
と
し

た
宣
伝
部
員
化
や
防
府
市
の

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推

進
室
の
設
置
も
必
要
で
は
？

総
務
部
長�　

市
民
間
の
推
進

組
織
と
連
携
し
て
取
り
組
め

る
よ
う
な
組
織
を
庁
内
で
考

え
た
い
。

問�　

防
府
市
の
愛
着
度
や
自

慢
度
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
実
施
す
べ
き
で
は
？

市
長�　

概
ね
把
握
で
き
て
い

る
と
考
え
る
が
、
項
目
の
追

加
等
は
必
要
に
応
じ
、
次
回

の
調
査
で
検
討
し
た
い
。

問�　

防
府
の
活
性
化
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
る
若
者
た
ち

の
支
援
は
あ
る
の
か
？

市
長�　

青
年
会
議
所
や
商
工

会
議
所
青
年
部
な
ど
が
あ
る

が
、
こ
う
し
た
組
織
に
所
属

し
な
い
少
人
数
の
活
動
グ

ル
ー
プ
も
結
成
さ
れ
て
い
る
。

相
談
に
来
た
場
合
は
、
思
い

を
理
解
し
、
連
携
す
る
よ
う

に
指
示
し
て
い
る
。

問�　

市
の
活
性
化
を
目
的

に
、
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
が
頑
張
っ
て
い
る
が

支
援
は
？

市
長�　

積
極
的
な
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

ご当地アイドル山口活性学園

問�　

原
付
バ
イ
ク
に
、
幸
せ

ま
す
ブ
ラ
ン
ド
等
の
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
導
入

し
て
は
？

市
長�　

市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆�

乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　３月定例議会では、15名の議員が市政について質
問に立ちました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細に
ついては、会議録を６月中旬に製本しますので、市
役所１号館閲覧コーナー、防府図書館でご覧くださ
い。また、防府市議会のホームページでも会議録を
見ることができます。
　なお、本欄は、議員本人が質疑の内容を要約した
ものを掲載しております。
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問�　

桑
山
中
改
築
工
事
、
右

田
小
改
築
工
事
、
プ
ー
ル
建

設
に
係
る
設
計
業
務
の
入
札

業
務
に
つ
い
て
、
募
集
条
件

の
中
で
、
過
去
10
年
以
内
に

延
べ
床
面
積
３
千
㎡
以
上
の

学
校
の
新
築
ま
た
は
改
築
の

実
績
を
有
す
る
者
と
し
て
い

る
が
、
防
府
市
内
に
そ
の
対

象
者
は
い
る
か
。
ま
た
、
そ

う
し
た
物
件
は
あ
っ
た
か
。

入
札
検
査
室
長�　

対
象
者
は

い
な
か
っ
た
し
、
物
件
も
な

か
っ
た
。

問�　

で
あ
れ
ば
、
入
札
募
集

前
か
ら
、
防
府
市
内
に
は
対

象
者
は
い
な
い
こ
と
を
前
提

に
入
札
し
た
と
考
え
て
い
い

の
か
。

入
札
検
査
室
長�　

そ
う
考
え

て
い
る
。

問�　

こ
の
３
件
の
落
札
率

は
、
平
均
２５
％
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長�　

安
価
で
あ
る
こ
と
も

市
民
の
た
め
に
な
る
一
つ
の

施
策
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

要
望�　

経
費
が
か
か
っ
て

も
、
市
民
レ
ベ
ル
を
高
め
る

た
め
の
環
境
条
件
を
整
え
る

こ
と
こ
そ
が
市
民
の
た
め
に

な
る
施
策
で
は
な
い
か
。
い

つ
ま
で
も
他
の
ま
ち
に
依
存

す
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
思
う
。

問�　

次
期
行
政
改
革
の
中

で
、
庁
内
に
お
け
る
組
織
の

改
編
等
は
考
え
て
い
る
か
。

市
長�　

市
民
満
足
度
の
高
い

施
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
組
織
の
構
築
は
当
然
で
あ

り
、
政
策
立
案
及
び
財
政
を

担
当
す
る
部
署
を
統
合
し
た

部
署
の
新
設
や
、
最
終
意
思

決
定
機
関
と
し
て
、
全
庁
横

断
的
な
立
場
で
審
議
を
行
う

（
仮
称
）
経
営
会
議
の
新
設
も

必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

問�　

市
は
、
小
野
・
大
道
地

区
の
一
部
で
乗
合
タ
ク
シ
ー

な
ど
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
試
験
的
導
入
を
め
ざ
す
と

し
て
い
る
が
、
導
入
の
時
期

は
い
つ
か
。

　

先
に
特
別
委
員
会
で
視
察

し
た
静
岡
県
富
士
宮
市
で

は
、
市
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業

者
（
複
数
）
に
委
託
し
て
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し

て
お
り
、
大
き
な
実
績
を
あ

げ
て
い
る
。
そ
の
主
な
内
容

は
①
既
存
の
タ
ク
シ
ー
車
両

を
使
用
す
る
（
デ
マ
ン
ド
業

務
以
外
は
通
常
の
タ
ク
シ
ー

と
し
て
使
用
す
る
）、
②
交

通
空
白
地
域
と
中
心
市
街
地

の
み
を
運
行
す
る
③
料
金
は

バ
ス
並
み
と
す
る
、
④
運
行

は
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
サ
ー

ビ
ス
に
す
る
、
⑤
利
用
者
は

会
員
登
録
を
し
、
一
時
間
前

予
約
と
す
る
、
⑥
各
エ
リ
ア

の
運
行
経
費
を
定
め
、
乗
車

賃
で
賄
え
な
い
金
額
を
委
託

料
と
し
て
市
が
支
払
う
―
と

い
う
も
の
だ
が
、
参
考
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長�　

早
け
れ
ば
今
年

中
に
試
験
的
導
入
を
し
た

い
。
富
士
宮
市
の
事
例
は
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問�　

市
は
、
平
成
２５
年
度
か

ら
「
行
政
経
営
改
革
」
と
銘

打
っ
て
新
た
な
行
革
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
行
革
と

は
つ
ま
る
と
こ
ろ
歳
出
の
削

減
イ
コ
ー
ル
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
縮
減
な
い
し
は
切
捨
て
だ

と
考
え
る
が
、
今
後
も
業
務

の
民
間
委
託
・
民
営
化
と
職

員
の
削
減
を
進
め
る
考
え

か
。

市
長�　

公
共
の
守
備
範
囲
を

見
極
め
た
う
え
で
民
営
化
は

進
め
る
。
第
４
次
定
員
適
正

化
計
画
に
よ
り
、
今
後
も
定

員
の
適
正
化
に
努
め
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
先
進
例
を
参
考
に

今
後
も
職
員
削
減
は
進
め
る
（
市
長
）

木
村　

一
彦
（
日
本
共
産
党
）

問�　

文
部
科
学
省
は
、
公
立

学
校
で
土
曜
日
授
業
を
行
う

「
学
校
週
６
日
制
」
の
導
入

に
向
け
た
検
討
を
始
め
、
安

倍
首
相
も
所
信
表
明
演
説
の

中
で
「
世
界
に
伍
し
て
い
く

べ
く
学
力
の
低
下
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
教
育
の
危
機
」
と

強
調
し
た
。
学
校
週
５
日
制

を
導
入
後
、
学
力
の
低
下
は

著
し
く
進
行
し
て
い
る
。
小

学
校
で
は
平
成
23
年
度
か

ら
、
中
学
校
で
は
平
成
24
年

度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
が

完
全
実
施
さ
れ
、
土
曜
日
を

使
っ
て
授
業
時
数
を
確
保
し

学
力
向
上
を
目
指
す
方
針
で

す
。
山
口
県
で
初
め
て
土
曜

授
業
を
導
入
し
た
本
市
と
し

て
、
そ
の
狙
い
、
効
果
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
将
来
的
に
は
土
曜
授
業

を
増
や
す
考
え
は
な
い
の

か
。
ま
た
今
後
の
小
・
中
学

校
の
学
力
向
上
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

教
育
長�　

土
曜
授
業
導
入
に

よ
っ
て
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
三
者
が
協
力
し
て
各
学
校

の
特
色
を
活
か
し
た
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
、
教
育
活
動

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
学
力

向
上
の
た
め
に
、
危
機
意
識

を
共
有
し
、
教
員
の
授
業
力

を
高
め
る
、
学
習
習
慣
と
環

境
を
整
え
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
す
。

問�　

平
成
25
年
度
か
ら
障
害

者
優
先
調
達
推
進
法
が
施
行

さ
れ
る
。
障
害
者
就
労
施
設

や
自
宅
で
就
労
す
る
障
害
者

の
経
済
面
の
自
立
を
支
援
す

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
措
置

を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

市
長�　

障
害
者
な
ど
の
自
立

の
促
進
と
障
害
者
施
設
な
ど

へ
の
発
注
・
契
約
の
増
加
を

図
り
ま
す
。

県
内
初
「
土
曜
授
業
」
に
つ
い
て

「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」
が
ス
タ
ー
ト

藤
村　

こ
ず
え
（
和
の
会
）

公
共
施
設
に
お
け
る
設
計
業
務
入
札
の
見
直
し

次
期
行
政
改
革
の
基
本
的
方
向
性安

藤　

二
郎
（
絆
）解体予定の桑山中校舎

既存のタクシー車両を使用
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学
校
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

休
日
夜
間
子
ど
も
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を

髙
砂　

朋
子
（
公
明
党
）

問�　

昨
年
12
月
、
調
布
市
の

小
学
校
で
給
食
後
の
児
童

が
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
伴

う
急
性
症
状
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
疑
い
で
亡

く
な
り
、
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い

る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
児
童
生
徒
数
と
対
応
の
現

状
は
。

教
育
長�　

平
成
24
年
12
月
現

在
、
小
学
校
１
５
１
人
中
学

校
92
人
。
保
護
者
と
協
議
の

上
、
基
本
的
に
ア
レ
ル
ギ
ー

の
原
因
食
材
を
除
去
し
提
供
。

平
成
24
年
度
、給
食
後
体
調

不
良
を
訴
え
た
の
は
２
件
。

何
れ
も
直
ち
に
保
護
者
に
連

絡
し
、
医
療
機
関
を
受
診
。

問�　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
調
査

に
学
校
生
活
管
理
指
導
表
の

提
出
が
重
要
。
そ
の
際
に
必

要
な
保
護
者
負
担
の
診
断
書

費
用
の
軽
減
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

教
育
長�　

市
医
師
会
に
相

談
、協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

問�　

急
性
症
状
を
緩
和
で
き

る
自
己
注
射
薬（
エ
ピ
ペ
ン
）

所
持
へ
の
対
応
は
。

教
育
長�　

対
象
児
童
が
い
る

学
校
で
医
療
機
関
と
連
携
し

講
習
を
実
施
、
体
制
を
整
え

て
い
る
。

問�　

①
子
ど
も
の
急
病
の
不

安
解
消
の
た
め
に
、
夜
間
開

設
の
小
児
救
急
医
療
電
話
相

談
「
♯
８
０
０
０
」
の
周
知

を
。
②
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
こ
と
の
有
効
性
を
啓
発

し
、
市
民
に
定
着
し
て
い
く

べ
き
で
は
。
③
現
在
、
小
児

救
急
診
療
は
、
重
篤
な
急
患

を
診
療
す
る
た
め
の
三
次
救

急
医
療
機
関
で
あ
る
県
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
る
。
新
た
に
休
日
夜
間

子
ど
も
救
急
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
て
は
。

市
長�　

何
れ
も
重
要
な
事
案

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
協
議
し
て
い
く
。

問�　

本
市
の
期
日
前
投
票
者

数
は
増
加
し
て
お
り
、
平
成

24
年
11
月
の
市
議
会
議
員
選

挙
で
は
１
０
、
９
５
８
人
、

同
年
12
月
の
衆
議
院
議
員
選

挙
で
は
１
１
、２
７
０
人
の

方
が
投
票
さ
れ
た
。
本
市
の

投
票
所
は
１
ヶ
所
し
か
な

く
、
長
時
間
待
た
れ
た
方
も

あ
っ
た
。高
齢
化
が
進
む
中
、

投
票
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
の
は
行
政
の
責
務
と
思
う

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
る
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長�   

市
議
会
議
員
選
挙
で
は
お
待

た
せ
す
る
こ
と
も
あ
り
ご
迷

惑
を
か
け
た
。
そ
の
た
め
、

12
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で

は
混
雑
に
備
え
、
受
付
の
番

号
札
や
宣
誓
書
記
入
場
所
を

１
階
ロ
ビ
ー
に
準
備
し
た
。

問�　

期
日
前
投
票
で
は
投
票

所
で
宣
誓
書
に
記
入
す
る

が
、
他
市
で
は
有
権
者
に
送

付
す
る
投
票
は
が
き
に
宣
誓

書
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
例
が

あ
る
。
自
宅
で
記
入
で
き
、

投
票
所
で
の
混
雑
緩
和
に
な

る
と
思
う
が
、
本
市
で
も
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長�   

議
員
の
提
案
に
つ
い
て
県
内

他
市
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

宇
部
市
と
萩
市
で
昨
年
か
ら

導
入
さ
れ
て
い
る
。
宇
部
市

と
萩
市
の
利
用
状
況
の
動
向

を
聞
き
、
選
挙
に
お
け
る
投

票
の
本
来
持
っ
て
い
る
意
義

や
尊
さ
を
十
分
に
考
慮
し
て

今
後
、協
議
検
討
し
て
い
く
。

問�　

投
票
は
が
き
に
宣
誓
書

を
印
刷
す
る
こ
と
に
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長�   

は
が
き
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら

れ
、
見
に
く
い
の
で
は
な
い

か
。
宣
誓
書
の
意
義
の
問
題

が
あ
り
、
誰
が
書
い
て
き
た

の
か
確
認
で
き
な
い
。
し
か

し
、
一
方
で
持
参
し
た
方
に

本
人
確
認
は
で
き
る
と
思

う
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

避
難
所
を
知
ら
せ
る
方
法
に
つ
い
て

不
法
投
棄
防
止
対
策
、
耕
作
放
棄
地
対
策
を

清
水　

浩
司
（
和
の
会
）

問�　

指
定
避
難
場
所
と
は
別

に
、
各
自
治
会
で
決
め
て
い

る
災
害
時
、
一
時
避
難
場
所

が
判
り
易
い
よ
う
に
看
板

を
、
市
内
で
統
一
し
た
も
の

に
で
き
な
い
か
。

市
長�　

地
域
で
一
時
的
な
避

難
所
を
定
め
た
所
に
、
統
一

し
た
シ
ー
ル
（
看
板
）
を
作

成
し
、
配
付
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
指
定
避
難
場
所
の

表
示
に
つ
い
て
も
外
部
と
建

物
両
方
に
市
内
全
域
で
統
一

し
た
表
示
シ
ー
ル
の
配
付
を

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問�　

小
野
地
域
で
不
法
投
棄

回
収
作
業
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
数
ト
ン
の
ガ
レ
キ
が
あ

り
回
収
し
た
。
今
後
は
捨
て

さ
せ
な
い
た
め
の
方
策
が
大

事
に
思
わ
れ
る
。
市
の
対
策

を
お
聞
き
し
た
い
。

市
長�　

県
山
口
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
及
び
警
察
と
連
携
し

な
が
ら
県
が
実
施
し
て
い
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
た

い
。
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
も
導
入
し
て
い
る
所

も
あ
る
の
で
、
研
究
を
進
め

た
い
。

問�　

耕
作
放
棄
地
を
こ
れ
以

上
増
や
さ
な
い
様
に
す
る
方

策
を
お
聞
き
し
た
い
。
10
年

後
、
20
年
後
を
見
据
え
た
対

応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長�　

農
地
利
用
を
実
施

し
、
耕
作
の
再
開
や
適
切
な

保
全
管
理
の
指
導
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
耕
作
放
棄
地
の

対
策
に
４
つ
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
①
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
、
②
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
、
③
山
口
型
放
牧
、
④
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
事
業
の
実

施
。将
来
の
方
策
と
し
て「
集

落
営
農
法
人
」「
基
盤
整
備

事
業
」
の
実
施
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

期
日
前
投
票
に
つ
い
て山

根
　
祐
二
（
公
明
党
）

19：00

〜 23：00

不法投棄の一部
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問�　

現
在
あ
る
公
共
施
設
の

ほ
と
ん
ど
は
、
人
口
急
増
期

の
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９

８
０
年
代
前
半
に
か
け
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
旧
耐
震

基
準
の
施
設
面
積
が
全
体
の

52
・
４
％
と
５
割
を
超
え
て

い
る
。
な
か
で
も
、
築
後
50

年
以
上
の
施
設
が
あ
り
、
そ

の
整
備
が
急
が
れ
る
が
、
ど

う
か
。

市
長�　

築
後
50
年
以
上
経
過

し
た
建
築
物
の
う
ち
、
市
庁

舎
は
、
新
年
度
、
庁
舎
改
築

に
向
け
た
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
設
置
し
、
基
本
的
な
構

想
の
検
討
に
着
手
す
る
。

　

学
校
施
設
は
、
３
校
７
棟

を
平
成
30
年
度
ま
で
に
改
築

し
、
公
会
堂
に
つ
い
て
は
、

改
築
、
あ
る
い
は
改
修
の
方

向
性
を
喫
緊
に
決
定
し
た
い
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
３
団
地

に
つ
い
て
は
、
市
公
営
住
宅

等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き

対
応
し
た
い
。

　

本
市
に
は
、
老
朽
化
し
た

建
築
物
が
多
数
存
在
し
て
い

る
の
で
、
平
成
25
年
度
に
公

問�　

野
島
地
区
は
年
々
、
過

疎
化
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
７５
歳
以
上
の
方
が
島
民

の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

生
活
道
路
は
狭
い
上
、
急
勾

配
や
階
段
も
多
い
。
島
民
の

高
齢
化
に
伴
い
、
今
ま
で
は

そ
う
で
な
か
っ
た
階
段
や
勾

配
も
辛
い
環
境
と
な
っ
て
い

る
。
生
活
道
路
の
路
面
や
水

路
も
か
な
り
老
朽
化
し
て
い

る
が
、
島
内
で
安
全
に
安
心

し
て
生
活
で
き
る
生
活
環
境

を
整
備
し
、
改
善
す
る
時
期

で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長�　

野
島
地
区

の
高
齢
化
は
７０
％
を
超
え
て

お
り
、
さ
ら
に
高
齢
化
の
進

行
が
予
想
さ
れ
る
。
生
活
道

路
及
び
水
路
の
現
状
は
、
ご

指
摘
の
と
お
り
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
安
全
に
生
活
で
き

る
か
と
言
う
と
、
道
路
の
凹

凸
、
路
肩
の
陥
没
、
急
勾
配

な
階
段
の
改
善
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
舗
装
及
び
水
路
改
良
、

手
す
り
等
の
安
全
対
策
を
実

施
し
て
い
る
が
、
現
地
の
調

問�　

防
府
市
管
理
海
岸
の
現

状
と
問
題
点
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
新
年
度
予
算
配
分
と
そ

の
内
容
は
。

市
長�　

海
岸
対
策
事
業
と
し

て
護
岸
施
設
等
の
改
良
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
24
年

度
で
全
て
の
事
業
が
完
了
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。
問
題

は
施
設
老
朽
化
だ
が
、
今
後

も
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
く
。

問�　

市
管
理
河
川
の
現
状
と

新
年
度
予
算
に
お
け
る
排
水

対
策
は
。

市
長�　

予
算
は
維
持
管
理
費

を
計
上
し
て
い
る
。
河
川
管

理
は
、
降
雨
時
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
大
雨

等
の
予
報
に
応
じ
て
市
か
ら

各
管
理
者
に
連
絡
し
て
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
状
況
に
応
じ
て
土
砂

等
の
堆
積
物
等
を
調
査
し
、

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
順
に
改

善
を
し
て
い
く
。

問�　

海
抜
表
示
の
取
り
組
み

状
況
と
避
難
場
所
以
外
へ
の

査
、
地
元
の
要
望
等
を
お
聞

き
し
、
実
施
可
能
な
案
件
か

ら
整
備
を
推
進
し
た
い
。

要
望�　

水
路
は
蓋
掛
け
構
造

と
し
、
道
路
幅
を
確
保
し
て

安
全
に
歩
行
で
き
る
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。
階
段
や
急

勾
配
に
つ
い
て
は
、
滑
り
止

め
を
吹
き
つ
け
改
善
工
事
を

早
々
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

海
抜
表
示
に
つ
い
て
（
特
に

小
学
校
か
ら
避
難
す
る
場
合

の
避
難
路
）。

市
長�　

海
抜
表
示
は
、
平
成

24
年
度
中
に
指
定
避
難
所
等

の
表
示
板
に
表
示
を
す
る
予

定
で
あ
る
。
特
に
避
難
路
の

道
路
は
先
進
事
例
を
参
考
に

検
討
し
て
い
く
。

問�　

防
府
市
に
お
け
る
成
長

戦
略
に
つ
い
て
、
市
長
の
方

針
と
新
年
度
予
算
に
お
け
る

特
徴
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た

い
。

市
長�　

市
の
成
長
戦
略
は
、

安
心
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
、
平
成
32
年
度

を
目
標
に
各
種
施
策
を
着
実

に
推
進
し
て
い
る
。
特
に
観

光
・
環
境
・
教
育
を
重
点
分

野
に
掲
げ
て
実
施
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
・
耐
震
化
対
策
を

山
本
　
久
江
（
日
本
共
産
党
）

野
島
地
区
の
生
活
道
路
及
び

　
　
　
　
　
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

山
下
　
和
明
（
公
明
党
）

防
災
対
策
と
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

吉
村
　
弘
之
（
明
政
会
）

共
施
設
白
書
を
作
成
、
市
民

に
公
表
す
る
。
平
成
26
年
度

か
ら
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

検
討
し
、
維
持
管
理
計
画
を

作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

問�　

維
持
・
更
新
予
算
の
増

額
を
図
る
べ
き
で
は
。

市
長�　

早
め
に
修
繕
工
事
を

行
う
が
、
老
朽
化
し
た
施
設

が
増
大
し
て
お
り
、
安
全
安

心
の
観
点
か
ら
維
持
・
更
新

予
算
の
増
額
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問�　

市
管
理
の
橋
の
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
つ
い
て
、
今

後
の
取
組
み
は
。

市
長�　

こ
れ
ま
で
、
橋
長
６

ｍ
以
上
の
２
４
０
橋
の
健
全

度
把
握
調
査
と
修
繕
計
画
の

作
成
を
進
め
た
。

　

今
後
は
、
計
画
的
に
補
修

改
良
を
進
め
る
が
、
新
年
度

は
、
長
平
橋
等
３
橋
の
補
修

を
予
定
し
て
い
る
。
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問�　

ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
の
ラ
ウ

ン
ジ
経
営
は
９
年
間
に
わ
た

り
営
業
協
力
し
て
も
ら
っ
て

い
る
が
、
平
成
25
年
度
は
使

用
を
許
可
し
な
い
理
由
は
。

教
育
部
長�　

ア
ス
ピ
ラ
ー
ト

一
部
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
数
カ
月
要
し
、
営
業
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
公
募

で
決
定
す
る
と
な
っ
た
。

問�　

こ
れ
ま
で
９
年
間
、
営

業
し
て
も
ら
っ
た
人
に
、
出

て
行
け
と
い
う
の
か
。

教
育
部
長�　

工
事
で
営
業
が

で
き
な
く
な
る
の
で
、
新
た

に
公
募
を
考
え
た
。

問�　

通
常
、「
改
修
で
迷
惑

を
か
け
る
が
、
引
続
き
営
業

し
て
頂
け
ま
す
か
」
と
、
お

願
い
す
る
の
が
筋
道
だ
が
。

教
育
部
長�　

公
平
性
の
観
点

か
ら
広
く
市
民
に
機
会
を
与

え
る
の
が
公
共
施
設
の
あ
り

方
と
思
い
、
公
募
と
し
た
。

問�　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
は
。

教
育
部
長�　

70
万
円
程
度
で

床
の
洗
浄
や
壁
の
塗
装
、
コ

ン
セ
ン
ト
の
増
設
な
ど
。

問�　

同
様
の
ケ
ー
ス
で
使
用

を
不
許
可
し
た
事
例
は
。

教
育
部
長�　

存
じ
て
い
な
い
。

問�　

ラ
ウ
ン
ジ
の
使
用
に
あ

た
り
「
継
続
を
認
め
る
意
思

が
な
い
と
き
」
と
設
置
管
理

条
例
と
は
別
に
許
可
条
件
を

付
け
て
い
る
が
、
う
め
て
ら

す
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
の
他
施
設
も
同
様

条
件
が
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長�　

厳
し
い
中

で
営
業
さ
れ
て
お
り
、
条
件

を
付
し
た
こ
と
は
な
い
。

問�　

公
平
性
の
観
点
な
ら
ば

募
集
中
の
潮
彩
市
場
テ
ナ
ン

ト
の
条
件
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
継
続
の
意
思
が
な
い
と
き

な
ど
を
加
え
る
べ
き
だ
が
。

産
業
振
興
部
長�　

条
件
等
を

つ
け
た
ら
非
常
に
厳
し
い
募

集
に
な
る
と
思
う
。

問�　

追
い
出
す
よ
う
な
理
不

尽
な
こ
と
は
止
め
る
べ
き
。

市
長�　

私
は
行
政
財
産
を
守

る
べ
き
立
場
に
あ
り
、
各
部

長
が
申
し
た
通
り
。

問�　

向
島
地
区
は
、
台
風
や

大
雨
が
大
潮
と
重
な
っ
た
際

に
、
た
び
た
び
家
屋
が
浸
水

し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　

雨
水
、排
水
の
ハ
ー
ド
、ソ

フ
ト
面
で
の
対
応
と
対
策
は
。

市
長�　

現
在
は
、
気
象
情
報

等
に
基
づ
き
事
前
に
非
常
用

ポ
ン
プ
等
を
配
置
し
、
浸
水

被
害
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
よ
り
一
層
の
対
策
を

図
る
た
め
に
、平
成
24
年
度
、

向
島
地
区
の
雨
水
排
水
対
策

の
基
本
計
画
を
策
定
し
て
お

り
、
今
後
、
整
備
を
行
い
た

い
。

問�　

避
難
所
で
あ
る
向
島
公

民
館
は
、
低
い
土
地
に
平
屋

の
建
物
が
建
っ
て
お
り
、
過

去
の
災
害
で
も
冠
水
被
害
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能

を
果
た
せ
る
の
か
ど
う
か
。

施
設
の
改
善
等
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長�　

昨
年
か
ら
地
域
の
自

治
会
連
合
会
な
ど
と
協
議
を

行
い
、
現
在
の
場
所
で
、
高

潮
の
浸
水
被
害
を
受
け
な
い

高
さ
ま
で
地
上
げ
し
て
の
公

民
館
建
替
え
に
つ
い
て
要
望

が
あ
り
、
今
後
、
地
域
の
安

全
な
自
主
避
難
所
の
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
も
、早
急
に
、

具
体
的
な
内
容
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
詰
め
、
平
成
２５

年
度
内
の
補
正
対
応
に
よ
り

着
手
す
べ
く
指
示
を
し
て
い

る
。

問�　

高
潮
対
策
事
業
の
整
備

状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

市
長�　

平
成
１１
〜
１４
年
度
に

離
岸
堤
整
備
、
平
成
１６
〜
１８

年
度
に
鋼
管
防
波
堤
整
備
、

平
成
２４
年
度
は
郷
ヶ
崎
東
区

の
一
部
で
護
岸
の
嵩
上
げ
、

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
な
ど
を

行
っ
た
。
今
後
も
施
設
改
良

や
老
朽
化
対
策
な
ど
海
岸
保

全
に
努
め
る
。

ア
ス
ピ
ラ
ー
ト

ラ
ウ
ン
ジ

営
業
協
力
者
を
追
い
出
す
？

「
公
平
性
の
観
点
か
ら
公
募
…
」
理
由
に

三
原　

昭
治
（
絆
）

向
島
地
区
の
雨
水
対
策
を

向
島
公
民
館
の
建
替
え
を安

村　

政
治
（
政
龍
会
）

問�　

市
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
や
外
側
線
が
消
え
て
い
た

り
薄
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が

多
く
あ
る
が
対
応
を
。

市
長�　

警
察
と
協
議
し
、
現

地
調
査
も
行
い
、
交
通
事
故

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
を

中
心
と
し
て
、
毎
年
２０
キ
ロ

程
度
の
区
画
線
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。

問�　

区
画
線
工
事
は
前
期
・

後
期
の
年
２
回
だ
が
、
随
時

行
う
べ
き
だ
。

市
長�　

年
度
後
半
に
要
望
が

あ
っ
た
場
合
、
次
年
度
に
繰

り
越
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に

後
期
の
工
事
で
対
応
。
緊
急

の
場
合
は
早
急
に
対
応
し
て

い
る
。

問�　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
は
十

分
で
は
な
い
の
で
は
。

市
長�　

道
路
施
設
の
点
検
、

安
全
確
保
の
為
、
月
２
回
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
、

小
規
模
な
整
備
に
つ
い
て
は

そ
の
場
で
職
員
が
補
修
、
規

模
の
大
き
め
な
も
の
は
改
め

て
作
業
班
で
対
応
す
る
と
い

う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
調
査
結
果

と
市
民
の
通
報
を
集
約
し
て

早
急
の
復
元
に
努
め
た
い
と

思
う
。

問�　

現
在
、
防
犯
灯
は
、
設

置
及
び
維
持
管
理
を
自
治
会

で
行
っ
て
お
り
、
市
か
ら
補

助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
少

数
の
自
治
会
は
、
特
に
財
政

を
苦
し
め
る
点
か
ら
、
設
置

の
必
要
性
を
認
め
な
が
ら
二

の
足
を
踏
ん
で
お
ら
れ
る
た

め
、
防
犯
灯
設
置
基
準
を
設

定
し
、
市
で
設
置
、
維
持
管

理
を
行
う
べ
き
だ
。

総
務
部
長�　

自
治
会
で
の
対

応
が
困
難
な
場
所
等
は
、
市

が
設
置
す
る
こ
と
も
、今
後
、

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

設
置
基
準
は
課
題
も
多

く
、
研
究
が
必
要
。

区
画
線
（
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
・
外
側
線
）

及
び
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

和
田　

敏
明
（
和
の
会
）自由ヶ丘

高潮対策が望まれる向島公民館
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問�　

学
校
図
書
館
の
充
実
を

求
め
て
き
た
が
遅
れ
て
い

る
。
学
校
図
書
館
を
振
興
す

る
プ
ラ
ン
を
平
成
23
年
度
中

に
策
定
す
る
と
し
て
い
た

が
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。

教
育
部
長�　

プ
ラ
ン
策
定
は

平
成
24
年
に
終
わ
り
、
年
次

ご
と
の
目
標
に
沿
っ
て
学
校

図
書
館
の
振
興
を
図
る
。

問�　

学
校
司
書
配
置
の
考
え

方
は
ど
う
か
。

教
育
部
長�　

平
成
23
年
度
か

ら
学
校
図
書
館
司
書
を
配
置

し
、
平
成
25
年
度
は
３
名
を

配
置
、
小
・
中
学
校
を
巡
回

す
る
予
定
で
す
。

要
望�　

周
南
市
は
24
名
、
山

口
市
は
20
名
等
防
府
市
と
一

桁
違
う
。
国
の
財
政
措
置
は

２
校
に
１
人
を
配
置
と
な
っ

た
の
で
、増
員
し
て
ほ
し
い
。

問�　

ま
ち
の
駅
「
う
め
て
ら

す
」
が
平
成
22
年
４
月
に
開

設
さ
れ
、
４
月
で
４
年
目
と

な
り
ま
す
。
こ
の
施
設
を
拠

点
に
既
存
の
施
設
、
店
舗
等

と
「
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
つ
く
り
、
お
も
て
な

学
校
図
書
館
の
充
実
を

ま
ち
の
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

田
中　

健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

し
の
向
上
を
図
る
と
し
て
い

た
が
、
進
ん
で
い
な
い
。
今

後
ど
う
す
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長�　

平
成
22
年

に
募
集
、
22
の
店
舗
等
が
応

募
し
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
案

内
機
能
、
ト
イ
レ
の
使
用
な

ど
、
将
来
ま
ち
の
駅
に
登
録

で
き
る
要
件
は
満
た
し
て
い

る
が
、
登
録
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
今
後
は
、
公
共
施
設

等
か
ら
モ
デ
ル
的
に
整
備

し
、
ま
ち
の
駅
へ
の
登
録
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆�

財
務
書
類
４
表
（
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
、
純
資
産
変
動
計

算
書
、資
金
収
支
計
算
書
）

の
評
価
に
つ
い
て

総
合
交
通
体
系
調
査
特
別
委
員
会

　

３
月
議
会
で
、
総
合
交
通
体
系
調
査
特
別
委
員
会
（
定
数
11

人
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
主
要
幹
線
道
路
網
整
備
、
海
上
交

通
、
生
活
交
通
及
び
環
境
に
配
慮
し
た
交
通
手
段
も
含
め
た
総

合
交
通
体
系
の
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

（
期
限
：
平
成
26
年
12
月
定
例
議
会
ま
で
）

　

４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
委
員
会
で
は
、
生
活
交
通
に

つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
名
簿
（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

◎
山
田
耕
治
（
絆
）　　
　
　
　

橋
本
龍
太
郎
（
政
龍
会
）

○
田
中
健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）　

藤
村
こ
ず
え
（
和
の
会
）

　

河
杉
憲
二
（
絆
）　　
　
　
　

松
村　

学
（
明
政
会
）

　

木
村
一
彦
（
日
本
共
産
党
）　

山
下
和
明
（
公
明
党
）

　

久
保
潤
爾
（
無
所
属
の
会
）　

和
田
敏
明
（
和
の
会
）

　

清
水
浩
司
（
和
の
会
）

※�

特
別
委
員
会　

複
数
の
常
任
委
員
会
に
わ
た
る
も
の

や
特
に
重
要
な
市
政
の
課
題
つ
い
て
、
調
査
研
究
や

審
査
を
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
検
討
協
議
会

が
発
足

　

市
議
会
の
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
検
討
協
議
会
が
４
月
19

日
に
発
足
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
執
行
部
、
商
工
団
体
等
と
協

議
を
進
め
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を
目
指
し
ま
す
。

委
員
名
簿
（
◎
会
長
、
○
副
会
長
）

◎
安
藤　

二
郎
（
絆
）　　
　
　

田
中　

健
次
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

○
安
村　

政
治
（
政
龍
会
）　　

橋
本
龍
太
郎
（
政
龍
会
）

　

上
田　

和
夫
（
明
政
会
）　　

山
田　

耕
治
（
絆
）

　

木
村　

一
彦
（
日
本
共
産
党
）　

吉
村　

弘
之
（
明
政
会
）

　

久
保　

潤
爾
（
無
所
属
の
会
）　

和
田　

敏
明
（
和
の
会
）

　

髙
砂　

朋
子
（
公
明
党
）

学校司書の配置が望まれる学校図書館

むずかしーい議会用語を学ぼうや家族が解説！！

委員会ってなーに？議案ってなーに？本会議ってなーに？

委員会は本会議での審査を効率的に行
うために少人数で会議をするんだ。
本会議から託された議案を審査したり、
議会の運営方法について専門的に話し
たりするんだよ。

選挙によって選ば
れた議員が議場に
集まって会議をす
るんだ。
市の方針について
質問したり、議案
の審査をするんだ
よ。

議会の承認を得る
ために市長や議員
が提案する課題の
ことよ。

学
まな

ぼうやくん
学
まな

ぼうやくん

（父）学
まなぶ

 

（父）学
まなぶ

 

（母）希
のぞみ

望

学
まな

びちゃん

問3

答3

市議会は市の予算や施策などを決めるところよ。誰でも見に
行くことができるから、今度みんなで見に行きましょうね。

問2問1

答2

答1
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─ 賛否が分かれた議案に対する議員の態度 ─
○賛成　×反対

賛
否
№

平成25年3月定例会

会派・議員名
賛
否
の
合
計

議
決
結
果

和の会 絆 明政会 公明党 政龍会
日本
共産党

市
民
ク
ラ
ブ

無
所
属
の
会

今
津
清
水
田
中
敏
中
林
平
田
藤
村
和
田
安
藤
河
杉
重
川
三
原
山
田
上
田
松
村
行
重
吉
村
髙
砂
山
下
山
根
橋
本
安
村
木
村
山
本
田
中
健
久
保
賛
成
反
対

1 行政経営改革委員会条例制定案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1 可決

2 学校運営協議会委員に報酬を支給する条例改正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × － × ○ ○ ○ × × × × × ○ 11 13 否決

3 職員給与構造改革の激変緩和措置を廃止する条例改正案 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 20 4 可決

4 国家公務員に準じて職員の退職手当を引き下げる条例等改正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 21 3 可決

5 市長等特別職と教育長の退職金を再び引き上げる条例改正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × － × × × × × × × × × × 7 17 否決

6 平成25年度防府市一般会計予算（不当要求行為等防止対策専門委員報酬削除の修正案）× × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ 13 12 可決

7 （山頭火ふるさと館整備予定地購入関係経費削除の修正案） × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 10 可決

8 （学校運営協議会委員報酬削除の修正案） × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × 13 11 可決

9 修正議決をした部分を除く原案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 22 2 可決

10 平成25年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 21 3 可決

11 平成25年度介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1 可決

12 平成25年度後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1 可決

13 平成25年度水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 21 3 可決

14 平成25年度工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 22 2 可決

15 平成25年度公共下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 22 2 可決

※賛否の態度が異なる議案等を掲載しています。ここに掲載していない42議案は、全会一致で可決しました。
※通常は議長は採決に加わりませんが、賛否№６の採決では可否同数となったため、行重議長は採決に加わりました。

モニターから寄せられた意見などの一部を紹介します。（内容は要約しています。）

通　　信　　内　　容 議　会　の　回　答

　議会報告会の開催時間は平日の夜で、子どものいる主婦
世代は参加できません。
　防府市の未来を考えれば、若い世代が住みよいと思える
まちでなければ衰退する一方です。若い世代の意見を吸い
上げる場所をつくって下さい。そして市政に反映させて下
さい。

　昨年の議会報告会は、東日本大震災の災害廃棄物受け入
れ問題もあり、主婦世代の女性の姿も目立ちましたが、子
どもを持つ女性には参加しにくい時間です。平成25年度の
議会報告会も既に昨年と同様の開催時間で会場等を準備し
ています。
　若い世代の意見を吸い上げる場所づくりについては、今
後の課題として、研究してまいります。

　インターネット中継について、図書館のパソコンから録
画したものを再生することはできますが、ライブ中継はみ
ることができません。パソコンのセキュリティの関係だと
思うのですが、見られるようになりませんか？

　調査したところ、セキュリティが掛かっておりましたの
で、改善していただくよう、図書館にお願いしております。

議会モニターからの意見
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議会日誌

編
集
後
記
（
表
紙
の
説
明
）

　

今
号
の
表
紙
は
、
３
月
定
例
議
会
が

終
わ
っ
た
直
後
の
議
員
の
様
々
な
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

（
左
上
）
３
月
27
日
に
市
議
会
議
場
で

行
わ
れ
た
平
成
25
・
26
年
度
の
議
会
モ

ニ
タ
ー
委
嘱
状
交
付
式
で
す
。
当
日
は

議
員
を
講
師
に
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

（
右
上
）
同
じ
３
月
27
日
に
開
催
さ
れ

た
防
府
商
工
高
等
学
校
の
工
業
科
説
明

会
の
様
子
で
す
。
新
設
後
の
取
り
組
み

を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
工
業
科
新
設
に

あ
た
っ
て
は
、
市
議
会
も
要
望
決
議
や

県
教
委
へ
の
陳
情
等
尽
力
し
た
経
緯
も

あ
り
、
こ
の
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

（
左
下
）
平
成
25
年
度
か
ら
新
た
に
給

食
調
理
等
が
民
間
委
託
さ
れ
る
玉
祖
小

学
校
で
の
給
食
試
食
会
（
４
月
４
日
）

で
す
。
当
日
は
保
護
者
や
地
域
の
関
係

者
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

（
右
下
）
教
育
厚
生
委
員
会
の
現
地
調

査
（
４
月
５
日
）
の
一
こ
ま
。
三
田
尻

御
茶
屋(

英
雲
荘)

に
つ
い
て
、
庭
園
調

査
の
説
明
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
江
戸
・
明
治
時
代
に
は
佐
波
川
か

ら
ひ
い
た
疎
水
が
邸
内
に
と
り
込
ま

れ
、
流
路
を
水
が
め
ぐ
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　

◎
田
中
健
次　
　

木
村
一
彦

　
　

○
藤
村
こ
ず
え　

平
田
豊
民

　
　
　

安
藤
二
郎　
　

山
根
祐
二

　
　
　

上
田
和
夫

�

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

	 １日	 全員協議会
		  会派代表者会議
	 ５日	議会改革の視察受け入れ（奈良県天理市）
	 ７日	議会改革の視察受け入れ（大阪府大東市）
	13日	 教育厚生委員会（所管事務調査）
		 議会改革の視察受け入れ（千葉県木更津市）
	14日	 議会運営委員会
		 会派代表者会議
	15日	 山頭火ふるさと館検討協議会
	20日	 勉強会（補正予算、新年度予算等）
		 全員協議会
	21日	 議会運営委員会
		 議会改革推進協議会
	26日	 3月定例議会開会
		 予算委員会（全体会）
		 広報編集委員会
	27日	 常任委員会・予算分科会（総務、教厚、環経）
	28日	 予算委員会（全体会）

	

	 １日	山頭火ふるさと館検討協議会
	 ４日	本会議（委員長報告、市長施政方針等）
	 ５日	予算委員会（全体会）
	 ６日	本会議（一般質問）
	 ７日	本会議（一般質問）
	 ８日	本会議（一般質問）
	11日	 議会改革推進協議会
		 本会議（一般質問）
		 議会運営委員会
	13日	 総務委員会・予算委員会総務分科会
	14日	 教育厚生委員会・予算委員会教育厚生分科会
	15日	 環境経済委員会・予算委員会環境経済分科会
	21日	 予算委員会（全体会）
		 議会運営委員会
		 勉強会
	25日	 議会運営委員会
		 教育厚生委員会（所管事務調査）

	26日	 3月定例議会閉会
		 広報編集委員会
	27日	 防府商工高等学校工業科説明会
		 議会モニター委嘱状交付式及び研修会
	

	 ２日	議会改革推進協議会
	 ５日	教育厚生委員会現地視察
	 ９日	広報編集委員会
	15日	 議会改革推進協議会
	16日	 総合交通体系調査特別委員会
		 会派代表者会議
	17日	 議会改革の視察受け入れ（茨城県つくば市）
	19日	 中小企業振興基本条例検討協議会
	22日	 広報編集委員会
	23日	 議会改革の視察受け入れ（静岡県藤枝市）
		 山頭火ふるさと館検討協議会
	24日	 議会運営委員会
		 議会改革推進協議会
	26日	 広報編集委員会
	30日	 全員協議会
		 議会運営委員会

 2月

 3月

 4月

6月  7日　本会議（開会）
	 12日　本会議（一般質問）
	 13日　本会議（一般質問）
	 14日　本会議（一般質問）
	 17日　本会議（一般質問）
	 19日　予算委員会（全体会）
	 20日　常任委員会・予算委員会分科会
			   　（総務・教育厚生・環境経済）
	 25日　予算委員会（全体会・採決）
	 28日　本会議（閉会）

会議の開会時刻は、午前10時です。
なお、日程及び開会時刻は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

　議会事務局     TEL　（0835）25-2182　

６月定例議会の予定
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印刷　大村印刷株式会社「ほうふ市議会だより」は再生紙を使用しています。

「ほうふ市議会だより」アンケートのお願い
〜 お答えいただいた方の中から抽選でプレゼントを進呈！ 〜

　「ほうふ市議会だより」では、市民の皆さまにより親しまれ、読みやすい紙面にするため、アンケートを実施

することといたしました。ご協力いただいた皆さまの中から、抽選でプレゼントを進呈します。

　アンケートは、はがき・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかの方法でご回答いただけます。

問１　「ほうふ市議会だより」を読んでいますか。
　　　　Ａ 毎回読んでいる　　　　　Ｂ 時々読んでいる
　　　　Ｃ ほとんど読んでいない　　Ｄ はじめて読んだ

問２　問１で、ＣとＤと回答された方に伺います。
　　　読んでいない理由は何ですか。
　　　　Ａ 読む時間がない　Ｂ 関心がない　Ｃ 内容がわからない

問３　市議会で議論された内容をご存知ですか。
　　　　Ａ 知っている　Ｂ 少しは知っている　Ｃ ほとんど知らない

問４　�「ほうふ市議会だより」から、市議会で議論された内容がどの
程度ご理解いただけますか。

　　　　Ａ よくわかる　Ｂ 普通　Ｃ ほとんどわからない

問５　�「ほうふ市議会だより」で関心のある記事は何ですか。
　　　（複数回答可）
　　　　Ａ 議案の概要　　Ｂ 一般質問
　　　　Ｃ 議案に対する議員の態度　Ｄ 委員会の報告
　　　　Ｅ その他（　　　）

問６　�市議会で議論された内容は、何を通じて知りましたか。
　　　　Ａ 市議会だより　Ｂ インターネット議会中継・録画
　　　　Ｃ 議会報告会　Ｄ 新聞・テレビ　Ｅ 議員・会派の広報紙

問７　�「市議会だより」にどのような記事があれば読んでみたいと思
いますか（自由記述）。

問８　�「市議会だより」について、ご意見・ご要望をご自由にお書き
ください（自由記述）。

　　　　　　　質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

�

応募方法
●はがきの場合
　右の回答用紙に上記質問項目の回答・必要事項を明記のうえ、切り
取り線で切り離して官製はがきにしっかり貼り、防府市議会事務局

（〒747-8501　寿町７番１号）宛に投函してください。
●FAXの場合
　直接このページにご記入の上、FAX25-8179まで送ってください。
●Ｅメールの場合
　記入漏れのないようにご確認いただき、 gikai＠city.hofu.yamaguchi.jp
まで送信してください。
【締　　切】　平成25年 ６ 月17日（月）（必着）
【そ の 他】　当選者の発表は、プレゼントの発送をもってかえさせ
ていただきます。アンケートの結果は、市議会だよりで公表する予定
です。
　氏名・住所・電話番号はプレゼントを発送するため、年齢はアンケー
トを集計する際に利用するものです。

質問項目 プレゼント

〔防府市議会事務局〕　〒 747-8501　防府市寿町 ７番 １号　℡ 0835-25-2182

　プレゼントは、防府
商工高等学校と防府商
工会議所が提携して開
発した「幸せます」商
品３種類です。
　これを持っていると

「幸せが増す」はず。
Ａ 幸せますバッグ ５名様

Ｃ 幸せますクリアファイル 15名様Ｂ 幸せます風呂敷 ７名様

「ほうふ市議会だより」アンケート回答
（ FAX 番号　0835-25-8179 ）

該当するアルファベットを○で囲んでください。

★プレゼント希望　Ａ　Ｂ　Ｃ

　問１　　  Ａ　  Ｂ　  Ｃ　  Ｄ

　問２　　  Ａ　  Ｂ　  Ｃ

　問３　　  Ａ　  Ｂ　  Ｃ　  

　問４　　  Ａ　  Ｂ　  Ｃ

　問５　　  Ａ　  Ｂ　  Ｃ　  Ｄ　  Ｅ（　　　　　　　　）

　問６　　  Ａ　  Ｂ　  Ｃ　  Ｄ　  Ｅ

　問７　どのような記事があれば読んでみたいと思いますか。

　問８　ご意見・ご要望を自由にお書きください。

氏
名

電
話

住
所

〒 年
齢

切り取り線 ✂

切
り
取
り
線

✂


